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;石材特集一1:石材利用と日本のみかけ
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表紙

国会議事堂:新都庁の知事室がいま話題である.もっと豪華な

石の建物が今から55年前,全て国産の石材,25,500トンの花開

岩と,35種に及ぶ大理石を使って作られた.今の国会議事堂,

当時の帝国議会議事堂である.明治19年(1886年)内閣に臨時

建築局を設けて以来,全国的に石材調査が行われた､最終的に

は本館の腰まわりには山口県徳山沖の黒髪島の黒雲母花膚岩で

ある黒髪石が,2階以上の外装用には広島県倉橋島納のピンク

系黒雲母花開岩が選ばれた.以後,この石は議院石と呼ばれた.

完成は昭和11年(1936年),調査開始以降,実に50年の歳月を要し

ている(撮影1浅川敷,提供:ストｰンテリア;文:石原舜三)･
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